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次に菌接種20～21時間後に消毒（カビノラソ）した

場合，平均曜病率は管4帝であった。これは蟻蚕消毒

（平均罷病率2．8喀），9時間後消毒（同d・0酵）に比し

若干増加しながらも菌接種無消毒区（同8え2痺）に比

較するならば，その消毒は極めて有効であった0

以上の結果は消毒可能の有効範囲が9時間以上にも

及ぶ可能性を示すものである。この限界については今

後十分に検討されなければならないが，パフソールと

ともにカピノランにおいても菌接種後の時間経過に伴

い消毒力の低下する憤向が認められるので，実用的見

地から羅病率の許容範囲を明確にした上で判断しなけ

ればならない。

さて，本実験の接種法は現場における自然感染を想

定したものであって，菌液の塗布接種等常法における

感染形態は，現場では通常起こり得ないものと考えら

れる。このことは接種法の違いによる分生子の重体付

着状乱　とりわけ皮ふ表面上の安定性に差異があり，

蚕体皮膚面での水分吸収や経皮侵入に何らかの影響を

及ぼすものと考えられることから，より実用的側面を

もつ接種法として採用したものである。本実験結果も

接種法の違いを示唆している。

次にこうじかび病菌の経皮侵入時間は病原性の強弱

によって長短があるめが，本実験に供試したⅩ株は当

場保存の菌株のうちでも比較的病原性の強いものであ

って，病原性が弱かったために時間的差が生じたとは

考えにくい。ただ，これらがあくまで相対的比較によ

って論議されるものであることから考えれば，複数の

菌株を使用するか，あるいは一般的に性質の明らかな

指標株を使用する等の配慮が必要であったと考えられ

る。

飼育中の環勤ま日中の最高温度が50～50℃にも

達し，また，食品パットによる密閉飼育をしたために

多湿条件となり，全体として極めて過酷な飼育条件で

あった。

以上のことから椎蚕飼育のこうじかび病菌汚染が2．2

×10㌔／12C戒／20時間程度で，掃立作業時に大量の

感染が起こっても9時間以内に第1回目の消毒を実施

するならば，あえて嗟蚕消毒の必要はないことを認め

た。特に，実際の作業現場を考えると，掃立時刻が午

前9時ごろで第2回目の給桑は午後5時前後となるの

で，第2回給桑前に消毒剤を散布することが，作業体

系からみても効果的であると考えられる。また，消毒

剤については薬剤個有の消毒力が羅病程度に最も影響

するが，菌呈および経過時間が消毒力の変化をもたら

すので，その選定に十分配慮する必要がある。

4　摘　　　　　要

1　空気中に浮遊しているこうじかび病菌が踵蚕に

付着した場合，消毒時期の有効範囲は9時間以上であ

った。

2　消毒剤は菌量増加に伴い消毒力低下が認められ

たが，その程度は薬剤により異なり，実用面での薬剤

選定に十分注意する必要がある。
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3令共同飼育の改善方向について

石　井　正　市

（山形県蚕試）

1　ま　え　が　き

本県の飼育形態は1～2令は椎蚕共同飼育，4～5

令は農家で粂桑青が大部分で，5令期だけが家庭内等

で裏箔青が行われている。この5令期が作業および施

設の利用上不便をきたし問題となっている。5令まで

の共同飼育が普及しないのは，飼育室・桑園および労

働力の増加が必要となり飼育料金が高くなるためと思

われる。

我々は5令までの椎蚕共同飼育普及を図るため，施

詮の面よりこれを解決すべく，（1）現在の空調式椎蚕室

における5令の飼育密度を標準の2倍にして飼育する。

（2）それでも椎蚕共同飼育所よりはみ出る5令蚕は壮蚕

用簡易ハウスを改善した蚕舎内で飼育する。この2点

を目途とし昭和44年より5カ年試験して一応の成果

を得たので報告する。

2　試　験　方　法

1　5令厚飼いについて

（l）供試蚕品種　　春；支122（太）×日124，容顔
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×鐘月，初秋；支5・4×日8・5，支152×日1‾52，

晩秋；日8・5×支5・4，日152×支1520

（2）供試星　空詞式蚕室で1～2令は各区とも同

一条件で飼育した5令蚕をサンピー天竜型蚕箔（910

×182D x150m）1枚に〝東北地域標準技術体系′

の2倍の2万頭を収容し，4令以降は各区5，000頭を

供試した。

（3）飼育条件　　給桑回数2回はA・M・8：50，ア・M・

5：00，5回はA．M．7ニ00，A・M・12：00．P・M・8：00

に行った。除沙回数1回は5令乗付4回給桑後，2回

の場合は同様に2回と6回給桑後に行った。5令供試

用桑は春は新札初晩秋は二期摘棉桑を用いた0　4～

5令は簡易ハウスで粂桑で飼育し，喪中は普通蚕室に

保護した。

2　5今期の飼育施設について

（1）現在普及している壮蚕用簡易ハウス（骨格は軽

量鉄骨で屋根と側壁はカラー波形トタンを利用，15坪

規模）に改善を加え．5令期も飼育できる様に開発を

行った。主な改善個所は①　量楓と側壁の内側および

地上2．57花高（仮天井）に15m厚の発泡スチロールを

第1表　　飼　育　成　績

張った。仮天井の中央に0．°×1．8mの両開き戸（換

気用）を2カ所設けた。②土間はコソクリート固め

とし，床面にム0×0・5m，深さ0・85仇の活を2本掘

り冷水を貯え冷房装置（仮称）を開発し設置した○③

簡易ハウスの北側に小豆を設け送風式暖房器を設偲し

た。

（2）温湿度調査　　ハウス内5カ所につき水平，垂

直分布を暖房・冷房時に調査した。

（3）飼育調査　　5令飼育用簡易ハウスと空調式推

蚕室において5令期を飼育した場合の経過・減蚕・収

繭．蔚質等を調査した。飼育方法は′東北地域標準技

術体系′　によった。

5　試　験　結　果

1　5令厚飼いについて

5令の密度・給桑回教・険沙回数を組み合わせて試

験した結果を第1表に示した。なお，45年　4日年の

成績は44年と同傾向にあったのでここでは省略す

る。

（44年　5蚕期平均）

　 給 桑 除 沙

密 度 回 数 回 数

経 過　 日 数　（ 日 時 ） 滅 蛋 歩 合　（ 痴 ）

掃 立 蚕 1 万 頭 当

た り 上 編 収 量

繭　 量 繭 層 重 繭 層 歩 合

5　 命 4 ～ 5 令
掃 立 ～

4 令 超

4 令 起 ～　結 繭

1 万　 5 回　　 2 回 5 ．2 1 1 4 ．0 5 エ 2 5 ．8

　 毎

1 4．5

　 7

1．7 5

C ダ

5 8 ．8

　 痴

2 2 ．2

〝　　　 〝　　　　 1 〝 8 ．0 7 0 1 4 ．5 1．8 1 4 0 ．0 2 2 ．1

〝　　　 2　　　　 2 ／′ ／′ 7 8 5 ．5 1 4 ．2 1．7 8 5 8 ．7 2 2 ‘0

〝　　　 〝　　　　 1 〝 8 ．5 4 ．7 1 4 ．5 1．7 8 5 8 ．7 2 2 ．0

2 万　 5 回　　 2 回 〝 9 8 8．1 1 5．8 1．7 5 5 8 ．5 2 1．9

／′　　　 〝　　　　 1 〝 1 0．1 8．1 1 5．7 1．7 5 5 8 ．4 2 1．9

〝　　　 2　　　　 2 ／／ ノ′ R d 5 ．1 1 4 ．1 1．7 4 5 7 9 2 1．8

〝　　　 〝　　　　 1 ／′ 〝 9 5 6．0 1 5 ．9 1．7 7 5 8 ．7 2 1．9

5令の飼育密度を標準の2倍にした場合，滅蚕歩合

はわずかに高く，収繭量はわずか低い傾向にあったが，

問題となる程の差異ではないと思われる。経過日数・

蔚質等に差異はみられなかった0

給桑回数では5回を2回としても各形質に差異はほ

とんどみられなかった。

除沙回数についても同様で差異はほとんどみられな

かった。

先に桜井・石井（1971）は5令を〝厚軌、‘した場

合の経過の揃い程度・体重の増加量には一定の傾向は

なく悪影響の認められないことを報告している。

これらのことからみて，5令飼育密度を標準の2倍

にし，給桑回数2回・除沙回数1回で飼育しても，4

令以降を普通に飼育すれば悪影響はみられないものと

思われる。

2　5令期の飼育施設について

改善した蚕舎内での温湿度調査結果を第2表に示し

た。
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第2表　温湿度分布諦査

区　　　　 別
　 場 所

外 温 湿

水 平 分 布 （0．9 m 高 ） 垂 直 分 布 （0・5 と 1・5 ，れ高 の 差 ）

A 8 e D E A 8 C

2 ．0

D

1．0

丑

温

春　　 レ ち　 P l O 1 占．D ℃
2 4．5 2 ム0 2 4．0 2 4．0 2 4．0 0．5 1．5 1．0

度

初　 秋　 シ ウ9 Ⅰ〉1 5 5．0 2 史 5 5 0．0 2 R O 2 只5 5 0．0 0，5 0．5 1．0 0．5 1．0

晩　 秋　 招　 A 5 1 エロ 2 5．5 2 （～．0 2 7 0 2 5 ．5 2 d D 1．0 0．5 2．5 0．5 0．5

湿

春　　 ん巧　 P lO 7 7 労 8 1 5 2 占8 ‘ 4 ‘ 4 5 d 1 9 7 7

度

初　 秋　 ∽ 9　 P l 8 1 7 1 7 5 7 5 7 5 ‘8 4 8 0 4 1 0

晩　 秋　 的　 A 5 9 9 8 9 8 9 8 9 8 2 d d 1 1 1 1 2 5 4

暖房効果は春・晩秋とも外温が1d～17℃でも約

25℃を得ることができた。

初秋の冷房効果は，装置を運転し蚕舎の周りに日覆

いをすると外温が55℃以上でも室内を50℃以下に

抑えることができた。

温度の分布差では，水平・垂直分布とも暖房時が1．5

～2・5℃で，冷房時は1℃内外と暖房時に差が大きか

った。

湿度は，初秋＞晩秋＞春の順に低かった。その分布

差は水平分布では一定の偵向はみられないが，垂直分

布では暖房時に大きかった。湿度は桑の萎洞に関係す

るので桑の萎凋を調査したところ，暖房時は8時間後

で20多，12時間後で26郵萎凋したが，これを防乾

紙で被覆した場合，8時間後で15軋12時間後で20

感と約7多抑えられた。一方，冷房時は無被覆の場合

でも12時間後で15多の萎凋であった。

第5表　簡易ハウスおよびその改善に要した費用

以上のことからみて，この改善した蚕舎内で5令を

飼育するには，特に暖房時は，蚕箔の交換・蚕座の被

覆が必要と思われる。

この蚕舎内で5令期を飼育したところ，空調式蚕室

で飼育したものに比べ経過・減衰・収蔚量・繭質等に

は遜色はなかった。

次にこの施設に要した費用を第5蓑に示した。合計

で76・5万円であるが，これを耐用年数で除した年当た

り償却費は8・1万円である。この15坪の蚕合に収容

できる箱数は，サンピー1枚当たり1万頭収容した場

合dO箱で，年5回利用すると箱当償却費は450円と

なる。

なお，貯乗場・・電気関係は当場のものを利用したの

で費用には計上しなかった。

この施設を利用する場合の生産鼠紛こついては別に

検討する必要がある。

（1972．4月現在）

項　　　　 目 単　 価 数　 量 金　　 額 耐 用年 数 年 当 た り償 却 費

ハ ウス （ Y 一 月型 耐 雪 ）
円

1
円 年 円

2 7 1，8 0 0

5 5，5 0 0

1，5 9 5

2 7 1，8 0 0 2 0 1 5．5 8 0

土間 コ ンク リー ト関 係 砂
4 8．d

1

1 2 0

9 4．0 0 0 2 0 4，7 0 0

内装 関 係 一式 1 0 2．4 0 0 5 2 0，4 8 0

暖　 房　 機 5 5，5 0 0 5 1 0，°d O

冷房 装 置 一式 1 占，4 0 0 5 5．2 8 0

蚕 箔 （サ ン’ピー 5 号 ） 1 °ス4 0 0 8 2 0．9 2 5

歪架 （ 1．7 ×0．5 ×8．8 7柁） 5 0，0 0 0 2 d O，ロ0 0 8 ス5 0 0

計 7 8 5，1 0 0 8 1，0 4 5

以上2点の面よりみて，施設費の増加を握力抑えて

5令までの共同飼育を図るには，1～2令は現体系で

進行し5令については

（り　現在の空調式蚕室ではサンピー蚕箔1枚に5令

蚕を2万頭収容する。

ハウスを改良した葺合に収容する。

という方向で進めば5令迄の共同飼育は可能と思わ

れる。

4　結果の概要

ほ）それでもはみ出る蚕児については，壮蚕用簡易　　現施設を効果的に利用して，5令までの共同飼育を
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図るための改善方向について試験した結果の概要は次

のとおりである。

1空調式蚕室においでは，5命の飼育密度を標準

の2倍としても，4令以降を普通に取り扱えば悪影響

はみられなかった。

2　壮重用簡易ハウスを5台期も飼育できるように

改善した結果．ほぼ目的温度が得られ，この中で5令

を飼育しても遜色はみられず，施設の箱当たり償却費

は450’円であった。

5　この改善方向での生産組織については別に検討

する必要がある。

寒冷地における壮蚕露天青の技術と経済性（第1報）

大塚　照巳・河端常信
（岩手県蚕試）

1　ま　え　が　き

最近，県南地区の一部農家で露天青を実施する事例

がみられる。また，養蚕飼育規模の拡大により飼育量

が増大して，既設の設備が不足した場合，露天菅を実

施する華蚕家がとくに多くなってきた0

本県においても露天青が実施可能であることはすで

に一部の試験成績から明らかである。しかし，気象条

件に対応した飼育技術・経済性についてなお検討の余

地が大きい。それで新養蚕用資材およびユニコソテナ

飼育装置を用いて，4～5令霹天青を実施する際の拾

桑回数の多少，険抄の有無などを組み合わせて試験を

実施した。

2　試　験　方　法

1試験時期・供試蚕品種・供試頭数

春蚕期・日151号×支151号　蟻量掃立　ま0，

初秋蚕期・白宝×昭玉　　　　　　　　〝　　　　〝

晩秋蚕期・日152号×支152号　　〝　　　　〝

2　試験区

A・対照区：4～5令塵外フアイロンハウス1日2回

給桑粂桑育，除沙1回

五・慣行区：4～5令蕗天1日2回絵桑粂桑育，飼育

枠なし，険沙1回

C・ユニコンテナ1日1回給桑露天育区：春．晩秋は

5令起蚕より，初秋は4令起蚕より1日1回給桑粂桑

育，臨沙なし

D・ユニコンテナ1日2回姶桑露天育区，4～5令1

日2回給桑粂桑育，除沙なし

5　試験場所・飼育装置

（1）星外にユニコンテナ飼育装置を設置して稲ワラ

を蚊き，その上にピpシートをのせて飼育場所とした。

慣行区は鉄骨一段蚕座（高さ28m）を設置して竹ス

ノコを敷き，ピpシートをのせて飼育場所とした。夜

間および降雨時は給桑後の蚕座にピpシートとクレモ

ナ寒冷紗を被覆したが，晴天時は直射日光を避けると

き以外はなるべくビpシートは取り外すようにした。

（2）ユニコンテナ飼育装置は縦2．0間，横0．7仇の

耐水ダンボール板と，これを連続固定する鉄ピソおよ

び鉄輸だけの簡単な飼育装置であって，．各d個で1セ

ットとなっている。1セット当たり8・5箱（10，00D頭）

を飼育する。ユニコンテナ飼育装置1箱の大きさは1

セットが適当と思うが，飼育豊や地形により適宜連結

して大きくしても差支えない。

（3）飼育要領

露天育区の給桑豊は岩手県飼育標準表によったが，

食桑状態をみて適宜増減した。給桑時刻はその日の天

険により若干変更したが，おおむね，2回給桑の場合

は朝7時，夕方4時とし，1回給桑の場合は夕方4時

と　した。

なお，ユニコンテナ区のみは険抄を行わなかった○

上族は島外で粂払いを行い，払い落とした蚕児を簡易

ハウス内に運び自然上演を行った。

5　試　験　結　果

ユニコンテナ飼育装置を用いて，露天青を実施した

場合の気象条件に対応した飼育技術・経済性について

検討した。

1　飼育・収繭・繭質

4～5令飼育経過日数については，春・晩秋蚕期の

慣行区は対照区より約1～2日長めであったが．ユニ

コンテナ区は各蚕期とも対照区と差が認められなかっ

た（第1表）。掃立一括繭までの減蚕歩合は，初秋蚕

期のユニコンテナ区がやや多く，他の蚕期については

試験区間に大きな差はみられなかった。とくに初秋蚕

期のユニコンテナ区は無険沙体系であるために，蚕座

は高い外直に影響を受け，むれ現象を生じ，このため

蚕の健康を害し，若干の軟化病が発生した。繭重，藷

層重および収繭量については，露天育区はわずかなが

ら対照区に劣ったが，各区間に大きな差はなかった。


